
ヴ
イ
ヨ
ン
の
講
刺
の
基
礎
構
造

山
　
ρ
本
　
　
淳
　
　
晶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
ユ

　
　@
・
ヴ
イ
ヨ
ン
詩
程
蓋
刺
の
簿
つ
い
て
の
仮
設
　
縫
。
蕎
韓
麓
麹
詳
憎
鰐
聾
霧
ら
撫
濁

　
ツ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ヴ
ィ
ヨ
ン
（
団
轟
b
鴫
o
貯
く
筥
o
昌
一
倉
も
。
一
～
”
）
の
主
要
な
二
作
　
　
　
う
言
わ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
　
．
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

晶
「
形
見
分
け
（
諄
ド
p
一
切
）
」
と
「
遺
言
書
（
轡
・
弓
6
ω
雷
B
。
巨
）
」
は
、
遺
言
　
　
　
　
も
つ
と
も
、
こ
う
し
た
面
倒
な
註
釈
に
わ
ず
ら
は
さ
れ
な
図
て
も
、
彼
の
「
遣
　
　
2

書
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
い
う
形
式
で
書
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
言
書
」
は
読
め
る
し
、
感
動
も
さ
せ
ら
れ
る
。
彼
の
調
刺
の
軽
妙
さ
と
、
鋭
さ

　
中
世
末
期
に
流
行
し
た
こ
の
形
式
は
、
詩
に
よ
る
謡
刺
に
有
利
な
武
器
を
提
　
　
　
さ
え
、
あ
る
程
度
わ
か
ら
ぬ
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
多
く
の
詩
句
が
、
こ
の

供
し
た
。
そ
れ
が
、
瓢
刺
と
そ
の
対
象
と
の
問
に
、
あ
ま
り
に
直
接
的
な
つ
な
、
　
場
合
、
わ
れ
わ
れ
に
と
つ
て
、
閉
ぎ
さ
れ
た
も
の
と
し
て
残
る
の
は
止
む
を
得

が
り
を
持
た
せ
す
ぎ
る
と
か
、
「
一
つ
、
誰
に
は
、
か
く
か
く
の
遺
贈
…
…
」
と
　
　
　
な
い
。
「
形
見
分
け
」
の
場
合
に
は
、
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
つ

い
つ
た
ま
と
め
方
が
、
謁
刺
に
十
分
な
発
展
を
あ
た
え
な
い
、
と
い
つ
た
欠
点
　
　
　
て
、
彼
の
詩
を
、
さ
ら
に
、
十
五
世
紀
と
い
う
混
乱
の
時
代
に
生
き
た
彼
の

は
持
つ
も
の
の
、
，
そ
れ
が
完
全
に
理
解
さ
れ
る
環
境
の
内
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
軽
　
，
　
存
在
を
、
充
分
に
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
、
．
わ
れ
わ
れ
に
向
つ
て
閉
じ
ら
，

妙
さ
と
、
う
が
ち
と
を
持
ち
得
た
形
式
が
、
他
に
あ
つ
た
と
は
思
え
な
い
。
　
　
　
　
れ
た
部
分
に
光
を
当
て
る
こ
と
が
、
特
に
必
要
に
な
つ
て
某
る
の
で
あ
る
。
こ

　
同
時
に
、
遺
言
書
の
性
質
そ
の
も
の
が
、
そ
の
パ
ロ
デ
ィ
7
1
に
ま
で
尾
を
ひ
い
　
　
　
の
小
論
で
と
り
扱
う
の
は
、
彼
の
作
品
の
、
こ
の
閉
じ
ら
れ
た
部
分
－
謁
刺

て
、
そ
れ
は
、
非
常
に
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
得
た
。
少
く
と
も
、
そ
れ
は
、
　
　
　
1
で
あ
る
。
も
つ
と
も
、
註
釈
を
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
は
、

か
な
り
限
ら
れ
た
範
囲
の
内
で
し
か
成
立
し
な
か
つ
た
。
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
こ
作
品
「
　
資
斜
が
欠
け
て
い
る
。
た
だ
こ
こ
で
は
、
先
人
の
註
釈
な
ど
に
頼
つ
て
、
理
解

な
ど
も
、
今
日
で
は
、
十
五
世
紀
の
パ
リ
や
、
そ
の
住
民
に
つ
い
て
の
、
精
密
　
゜
’
し
得
た
範
囲
に
お
い
て
、
彼
の
誠
刺
愈
分
折
し
、
そ
こ
か
ら
、
可
能
起
ら
ば
、

な
註
釈
が
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
多
く
の
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
《
＝
　
　
い
く
っ
か
の
基
本
的
構
造
を
仇
き
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。



　
一
つ
の
仮
設
か
ら
出
発
し
よ
う
。
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
接
触
が
ハ
直
ち
に
個
人
的
色
彩
を
そ
の
調
刺
に
加
え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を

　
遺
言
書
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
い
う
特
殊
な
形
式
と
西
ヴ
イ
ヨ
ン
の
生
活
の
場
の
、
　
　
考
え
る
と
．
彼
の
謁
刺
の
基
本
構
造
は
次
の
よ
う
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
ρ
，

中
世
的
な
警
（
コ
、
＜
ユ
ニ
ケ
r
シ
ョ
ツ
の
不
券
さ
、
行
動
速
度
の
遅
等
　
一
（
図
2
M
°
・
°
　
、
r
　
　
，

か
ら
考
え
ら
れ
る
・
…
：
）
と
を
考
え
る
時
、
わ
巾
わ
れ
は
、
彼
の
作
品
f
特
気
．
，
　
「
，
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

に
鋸
顯
甥
劉
羅
選
謙
職
酵
誘
．
藷
難
，
．
、
＝
、
漣
羅
　
　
慮
，
書
麟
，

し
て
・
グ
イ
ヨ
ン
は
・
主
に
・
パ
あ
学
僧
琶
・
を
予
想
出
来
た
．
だ
か
ら
、
…
：
　
弾
緊
、
，
さ
嚢
曇
誉
組

彼
の
作
品
は
、
第
一
に
、
・
彼
の
生
き
て
い
た
環
境
と
、
彼
が
読
者
と
し
て
予
想
　
，
、
．
・
　
。
　
　
°
κ
、
，
、
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
・

出
来
た
階
層
の
そ
れ
と
の
重
な
与
合
う
場
の
上
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
完
ら
，
．
　
　
以
上
の
仮
設
を
・
実
際
に
・
彼
の
作
品
に
あ
て
は
め
て
検
討
し
て
行
く
の
が
・

れ
る
。
事
実
、
彼
の
誠
刺
の
あ
る
部
分
は
、
「
彼
と
読
者
と
の
間
に
存
在
す
る
、
　
、
　
－
こ
の
小
論
の
目
的
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
　
　
　
・

誠
刺
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
の
、
相
互
間
の
了
解
の
上
に
し
か
成
り
立
た
な
い
゜

の
で
奮
・
が
・
こ
う
し
た
完
全
な
了
解
を
・
必
ず
し
も
想
像
さ
せ
な
い
部
分
　
’
牙
調
査
の
対
象
　
　
　
　
　
　
　
　
！

も
あ
る
。
し
た
が
つ
て
右
に
の
べ
た
二
う
の
場
0
重
な
り
合
い
は
、
相
互
に
、
．
・
，
　
こ
こ
で
ど
り
上
げ
る
の
は
「
形
見
分
け
」
と
「
遺
言
書
」
に
共
通
に
登
場
す
　
3

あ
る
程
度
の
ひ
ず
み
を
持
つ
て
い
九
と
考
え
て
良
い
。
こ
の
関
係
を
図
で
示
す
　
　
る
受
遺
者
尽
α
q
拶
邑
器
に
か
ぎ
ら
れ
る
。

，
と
お
そ
ら
く
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
9
　
．
～
　
、
　
一
　
↑
　
　
・
　
　
　
　
、
　
・
こ
の
撰
択
は
、
厳
密
に
は
、
統
計
上
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
に
よ
る
と
は
言
え
な

　
　
（
1
　
図
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
！
　
∴
．
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
い
。
資
料
の
量
に
お
け
る
絶
対
的
な
少
な
さ
が
、
そ
う
し
た
操
作
を
困
難
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
戎
瓜
v
歎
灘
醜
伴
⊂
肩
咽
盆
珪
濃
　
　
　
せ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
撰
択
の
正
当
化
が
先
ず
必
要
と
な
る
。
こ
の

　
　
　
゜
減
㌢
彦
，
°
，
，
・
，
議
書
蓮
晶
　
　

・
撰
は
・
次
の
よ
う
な
理
由
に
も
と
ず
く
・

　
　
，
腎
　
’
7
　
～
受
叫
葛
蓮
晶
　
，
　
－
・
同
じ
ジ
ヤ
弦
で
の
先
行
作
で
あ
る
「
形
見
分
け
」
が
・
＋
鍵
発
畢

　
　

ｾ
．
，
，
，
届
一
Ψ
義
姐
v
θ
嘉
晶
　
，
－
を
持
た
な
い
作
品
で
あ
警
け
に
、
あ
る
程
度
の
脱
落
は
あ
る
も
の
の
詩
人
の

　
　
　
　
，
！
…
…
㌔
、
，
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
，
　
　
　
　
　
、
　
，
　
　
　
関
心
の
最
も
深
か
つ
た
対
象
が
、
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
想
像
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ン
・
　
，
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
2
、
「
形
見
分
け
」
に
あ
ら
わ
れ
た
受
遺
者
た
ち
は
、
よ
り
発
展
し
た
詩
想

．
ち
ま
り
、
彼
の
謁
刺
に
は
、
少
く
と
も
へ
彼
が
対
象
と
直
接
に
接
触
を
持
ち
、
　
　
を
持
つ
「
遺
言
書
」
で
も
多
く
の
場
合
、
中
心
的
な
位
置
を
し
め
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
て
反
応
を
示
し
た
場
合
と
、
間
接
的
な
知
識
に
対
す
る
反
応
の
場
　
　
　
し
た
が
つ
て
、
ω
と
②
の
理
由
か
ら
、
，
彼
等
が
、
近
似
的
に
、
ヴ
イ
ヨ
ン
の

合
の
二
つ
が
含
ま
れ
て
㍗
る
の
で
あ
る
。
ヤ
さ
略
に
、
詩
人
の
対
象
と
の
直
接
の
　
　
　
謁
刺
の
中
心
部
分
を
代
表
心
て
い
る
と
老
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
と
り



上
げ
る
よ
う
な
、
謁
刺
の
基
本
構
造
の
推
定
と
い
つ
た
場
合
に
は
、
中
心
部
分
　

財
政
・
商
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
　
　
九
名

の
検
討
か
ら
得
た
結
論
は
、
大
し
た
矛
盾
な
し
に
、
周
辺
部
分
に
も
適
用
さ
れ
　

王
室
・
諸
候
官
吏
　
　
　
三
名

得
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
貴
族
　
　
　
　

二
名

　
又
、
二
つ
の
作
品
に
お
い
て
共
通
し
て
と
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
受
遺
者
の
場
　

小
官
吏
。
8
　
　
　
五
名

合
、
二
つ
の
謁
刺
内
容
の
比
較
に
よ
つ
て
、
詩
人
と
彼
等
と
の
個
人
的
接
触
と
　
　
　
女
　
　
　
性
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
一
　
名

誠
刺
方
法
の
関
係
が
、
比
較
的
に
正
し
く
つ
か
む
こ
と
が
出
来
る
。
も
ち
ろ
ん
、
　
　
　
〔
団
体
　
四
〕

こ
の
場
合
、
二
作
品
の
基
盤
が
異
質
な
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
こ
う
し
た
こ
と
　
　
　
　
修
道
僧
団
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三

は
言
え
な
い
が
、
ヴ
ィ
ヨ
ン
の
二
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
基
盤
が
殆
ん
ど
同
　
　
　
　
慈
　
善
　
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

じ
で
あ
る
と
言
い
得
る
。

　
即
ち
、
ヴ
ィ
ヨ
ン
が
「
形
見
分
け
」
を
書
き
上
げ
た
後
、
放
浪
の
旅
に
出
て
、
　
　
註
1
　
右
の
分
類
は
、
O
冨
ヨ
℃
δ
P
国
o
巳
゜
計
円
ず
§
鶏
゜
の
資
料
に
よ
る
。

一
四
六
一
年
、
マ
ン
（
蜜
。
琶
α
q
あ
ξ
－
ど
。
ぎ
）
の
牢
獄
を
出
た
後
に
し
か
、
パ
リ
　
　
　
註
2
　
身
分
は
、
個
人
の
場
合
・
一
四
五
六
年
前
後
の
も
の
で
あ
る
。

へ
帰
ら
な
か
つ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
当
時
、
地
方
婚
る
人
が
、
バ
リ
の
詳
細
　
註
3
個
人
で
、
同
時
に
ご
つ
の
職
種
に
属
す
る
も
の
は
・
委
の
項
目
で

な
消
息
を
手
に
入
れ
る
の
は
、
不
可
能
で
あ
つ
た
こ
と
、
又
、
こ
こ
に
と
り
上
　
　
算
え
た
か
ら
、
受
遺
者
の
総
数
は
・
分
類
表
の
合
計
と
は
一
致
し
な
い
。
　
　
　
4

げ
ら
れ
る
受
遺
者
は
、
す
べ
て
パ
リ
に
住
む
人
で
あ
る
こ
と
、
以
上
が
そ
の
理
　
　
　
註
4
　
財
政
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
を
区
別
し
な
か
つ
た
の
は
・

由
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
両
者
の
重
な
り
方
が
・
非
常
に
密
接
だ
か
ら
で
あ
る
・
事
実
上
・
司
法
関
係
者
゜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
財
政
・
商
業
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
、
王
室
・
諸
候
官
吏
0
8
は
、
同
じ
上
層
ブ
ル
ジ
ヨ

　
註
－
　
勺
吋
o
♂
α
q
⊆
o
砧
⑦
一
、
伽
岳
ユ
8
鎚
o
°
。
O
窪
謹
o
°
・
畠
o
＜
旨
o
昌
u
℃
‘
げ
自
①
o
℃
碧
　
　
　
ワ
の
母
体
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
、
細
か
く
職
種
に
よ
つ
て
分
け
る
こ
と

6
ぷ
ヨ
o
巨
］
≦
母
9
0
昌
一
紹
も
。
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い
。
在
俗
僧
も
、
多
く
は
、
上
層
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
の
出
で
あ

　
註
2
　
　
「
形
見
分
け
」
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
輝
夫
民
「
ヴ
イ
ヨ
　
　
　
っ
た
。

ン
詩
研
究
」
、
「
形
見
分
け
」
の
項
、
四
・
五
章
に
詳
し
い
。

　
註
3
　
舞
ピ
゜
目
財
§
°
。
昌
。
○
窪
謹
霧
紆
団
話
鍔
o
冨
≦
一
ざ
巳
゜
員
℃
』
O
一
凸
爵
　
　
　
こ
う
し
た
身
分
構
成
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
割
合
で
、
よ
り
多
く
の
受
遺
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
含
む
「
遺
言
書
」
に
も
あ
て
は
ま
る
。
こ
こ
に
欠
け
て
い
る
の
は
、
宗
法
裁

　
〔
個
人
　
ご
五
名
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
O
田
。
一
巴
ま
関
係
者
と
、
売
春
帰
、
堕
落
児
の
一
群
で
あ
る
が
、
謁
刺
の
内

　
、

ﾝ
俗
僧
　
　
　
　
四
名
　
－
　
　
　
　
　
に
占
め
る
量
的
な
割
合
と
し
て
は
、
見
逃
し
て
良
い
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

　
司
法
関
係
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
上
の
分
類
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
中
層
以
上
の
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
が
、
特
に
多
数



を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
れ
は
、
ヴ
イ
ヨ
ン
の
生
活
環
境
か
ら
も
、
か
　
　
　
れ
を
馬
・
亀
の
如
く
示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

な
り
説
明
が
つ
く
。
恩
人
ギ
ヨ
ー
ム
（
O
¢
崇
・
。
ロ
B
。
紆
く
已
o
ロ
）
の
関
係
か
ら
、
　
　
註
3
　
複
数
の
受
遺
者
へ
の
共
通
の
遣
贈
は
、
ま
と
め
で
一
単
位
と
算
え
む
。

彼
に
は
、
ブ
ル
ジ
コ
ワ
社
会
へ
の
接
触
の
道
が
開
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
　
　
　
（
o
×
°
言
O
認
刷
6
〈
器
゜
。
O
噌
℃
ゲ
o
露
ロ
。
。
の
場
合
0
9
°
）
一
人
の
受
遺
者
が
、
同
じ
作

又
、
彼
の
、
詩
の
中
で
の
法
律
用
語
の
使
用
の
的
確
さ
か
ら
、
彼
が
、
犯
罪
と
　
　
品
で
二
度
と
り
上
げ
ら
れ
る
場
合
（
殉
巽
9
0
二
≦
母
6
げ
P
導
の
場
合
の
み
）
は
、

放
浪
に
ふ
み
こ
む
前
に
は
、
書
記
謹
馳
て
財
政
．
司
法
関
係
者
の
下
で
働
い
て
　
　
　
受
遺
者
を
単
位
と
し
て
算
え
る
。

い
た
と
い
う
推
定
も
有
力
な
の
で
あ
る
。
　
（
彼
の
よ
う
に
貧
し
い
境
遇
か
ら
拾
　
　
　
註
4
　
一
単
位
の
受
遺
者
が
、
A
の
性
質
の
遺
贈
と
、
B
の
性
質
の
遺
贈
を

い
上
げ
ら
れ
た
学
徒
。
8
．
。
に
と
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
職
業
は
、
ま
と
も
な
手
　
　
　
同
時
に
う
け
る
場
合
に
は
〉
・
切
の
よ
う
に
示
す
。
他
の
組
合
せ
の
場
合
も
同

段
で
成
り
上
る
た
め
の
、
最
初
の
足
が
か
り
で
あ
つ
た
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
様
に
示
す
。

　
し
か
し
、
若
し
、
彼
の
謁
刺
全
体
に
、
何
等
か
の
一
貫
し
た
意
図
が
あ
る
と

し
た
ら
・
そ
れ
は
・
こ
う
し
た
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
謁
刺
の
量
的
な
多
さ
に
も
影
響
し
　
　
　
以
下
、
上
に
の
べ
た
、
謁
刺
方
法
を
、
各
項
目
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
行
く
。

て
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A

　
註
5
　
。
h
団
・
O
冨
B
℃
す
昌
“
午
昌
嶋
9
。
。
＜
窪
o
口
。
。
p
〈
げ
9
・
。
。
ロ
8
日
℃
切
・
　
　
　
受
遺
者
の
個
人
的
な
特
徴
i
外
観
上
あ
る
い
は
精
神
の
ー
が
誠
刺
の
対

吟
゜
一
゜
℃
°
一
露
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
象
に
な
つ
て
い
る
場
合
は
、
ヴ
イ
ヨ
ン
と
こ
れ
ら
の
誠
刺
対
象
の
間
に
、
何
等
　
　
5

㈲
鶉
の
方
法
　
㌔
　
　
　
　
・
　
．
　
か
の
程
度
の
接
禦
あ
つ
た
こ
と
が
考
．
歪
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
内
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
、
ヴ
イ
ヨ
ン
の
個
人
的
関
心
の
強
弱
の
段
階
が
あ
る
こ
と
は
見
逃
す
こ
と
が

　
遺
贈
の
形
を
借
り
た
、
彼
の
謁
刺
を
、
そ
の
方
法
に
よ
つ
て
、
一
応
次
の
よ
　
　
　
出
来
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

う
に
分
類
し
て
見
よ
う
。

　
A
　
遺
贈
の
匹
容
が
受
遺
者
の
個
人
的
な
特
性
に
関
係
す
る
も
の
。
　
　
　
　
　
　
　
角
ー
ヴ
イ
ヨ
泌
焼
、
誠
刺
の
内
に
、
特
に
個
人
的
色
彩
を
加
え
て
い
な
い

　
B
　
職
業
・
身
分
に
関
係
す
る
も
の
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
場
合
。

　
C
　
受
遺
者
の
特
性
・
身
分
と
は
、
無
関
係
な
遺
贈
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
に
属
す
る
謁
刺
と
し
て
は
、
こ
れ
に
属
す
る
も
の
が
、
最
も
典
型
的
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
シ
ヤ
ル
ル
七
世
の
大
膳
頭
ζ
拶
津
。
ρ
9
受
で

　
註
－
　
同
じ
項
目
に
属
す
る
謁
刺
の
場
合
で
も
、
も
ち
ろ
ん
、
個
人
と
団
体
　
　
あ
つ
た
』
8
ぬ
⊆
。
閃
”
α
q
静
自
の
場
合
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
彼
は
相
当
な
大

と
は
別
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
団
体
に
対
す
る
謁
刺
は
、
R
の
　
　
　
酒
家
で
あ
つ
た
ら
し
く
、
「
形
見
分
け
」
で
、
他
の
、
酒
飲
み
に
ふ
さ
わ
し
い
遺

如
く
あ
ら
わ
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
贈
に
ま
じ
つ
て
、
卜
、
〉
げ
歪
く
o
¢
窪
男
o
℃
貯
を
う
け
と
る
。
こ
れ
は
、
セ
ー
ヌ
の

　
註
2
　
伺
項
目
内
で
、
さ
ら
に
細
か
く
誠
刺
方
法
を
区
分
す
る
場
合
は
、
こ
　
　
川
岸
に
あ
つ
た
牛
馬
の
水
飼
い
場
で
あ
る
。
牛
や
馬
の
よ
う
に
飲
む
奴
の
こ
と



だ
か
ら
、
こ
れ
が
ふ
さ
わ
し
か
ろ
う
と
言
う
の
で
あ
る
の
　
，
　
　
　
，
　
、
’
　
　
ぎ
の
サ
ン
・
プ
ノ
ワ
」
教
会
ド
”
仙
σ
Q
譲
o
◎
ゆ
p
言
け
自
。
ロ
o
帥
†
器
・
墨
o
罎
泳
、
ど
、
ぞ

　
　
又
、
二
人
の
パ
リ
警
察
宮
吏
』
。
ゲ
碧
竃
9
ξ
9
2
と
距
興
器
剴
霧
き
す
は
　
　
　
の
監
督
の
立
場
に
あ
る
パ
リ
の
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
僧
会
と
の
反
目
が
、
・
そ
れ
を

　
パ
リ
警
視
総
監
勺
㌫
〈
o
酔
傷
。
℃
碧
貯
の
寵
遇
を
遺
贈
さ
れ
る
。
彼
等
は
、
長
官
　
　
　
説
明
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
‘
　
．
　
　
　
　
　
　
，

　
の
お
覚
え
が
め
で
た
く
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
ら
の
例
に
お
い
て
憾
、
ヴ
ィ
ヨ
ン
が
槍
玉
に
あ
げ
る
、
彼
等
の
個
人
的
　
　
　
　
　
憎
臥
゜
。
彦
゜
o
ロ
貯
昌
゜
。
u
°
。
p
霧
。
°
。
榊
蔓
　
　
　
．
　
’
　
　
　
、

特
徴
な
い
し
事
情
は
、
社
会
の
あ
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
知
れ
渡
つ
て
い
た
こ
　
　
、
　
　
　
＝
鐸
琶
窪
⑦
ω
”
：
堪
誇
　
　
　
　
・
、

と
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
、
ヴ
イ
ヨ
ン
と
彼
の
読
者
と
の
相
互
の
了
解
の
上
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
p
、

成
り
立
つ
謁
刺
だ
と
見
て
良
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
性
格
が
、
反
語
と
し
て
・
二
人
の
老
人
に
あ
て
は
ま
る
と
し
て
も
・

　
し
か
し
、
こ
ご
に
属
す
べ
き
謁
刺
の
内
に
は
、
そ
れ
が
充
分
な
発
展
を
う
け
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

て
、
あ
ら
か
じ
め
、
何
等
の
了
解
な
し
に
で
も
、
独
立
し
て
、
そ
の
生
命
を
持
　
　
　
　
卜
国
ρ
駕
＝
9
ぴ
霧
昌
゜
夢
誉
”
皆
一
゜
°
咀
♂

ち
得
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
．
二
人
の
貴
族
ぶ
る
町
人
髭
。
触
『
。
ζ
。
触
。
σ
。
鐸
h
　
　
・
穿
8
書
゜
・
篭
゜
≦
§
藁
α
q
恥
　
　
　
　
　
　
・

と
呂
8
奮
α
。
戸
。
鐸
く
凶
費
ω
、
「
三
人
の
貧
し
い
狐
児
」
ー
実
は
、
裕
福
な
高
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
・

利
貸
二
人
の
「
貧
し
い
書
生
つ
ぼ
」
i
実
は
裕
藝
老
ワ
ー
ト
ル
ダ
ム
僧
　
「
後
が
恐
い
」
の
は
・
彼
管
量
り
は
・
f
ト
ダ
ダ
ム
僧
会
で
は
な
◎

会
員
の
三
つ
の
場
合
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
た
だ
ろ
う
か
・
事
実
・
監
督
機
関
と
・
下
級
教
会
の
抗
争
は
激
し
く
・
詩

　
彼
等
の
場
合
、
ザ
イ
ヨ
ン
の
誠
刺
は
、
彼
等
の
個
人
的
存
在
を
超
え
て
、
あ
　
　
入
の
恩
人
ギ
ヨ
ー
ム
も
、
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
の
獄
に
つ
な
が
れ
た
経
験
を
持
つ

る
一
つ
の
典
型
に
向
つ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
一
つ
の
典
型
的
な
　
　
　
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
－

種
族
を
謁
刺
す
る
の
に
、
特
に
う
ま
く
あ
て
は
ま
り
易
い
人
間
を
探
し
出
し
て
　
、
　
「
二
人
の
書
生
つ
ぼ
」
の
場
合
に
は
、
「
逆
向
き
の
サ
ン
・
ブ
ノ
ワ
教
会
」
の
一

来
た
の
だ
、
と
も
雷
え
る
。
．
　
　
　
㌧
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
　
」
員
と
し
て
め
ヴ
ィ
ヨ
ン
が
、
彼
等
に
反
感
を
抱
く
動
機
を
持
つ
た
と
し
て
も
、

　
こ
こ
に
と
り
上
げ
た
三
者
の
内
、
特
に
後
の
二
者
に
対
す
る
謁
刺
は
、
「
形
　
　
・
「
三
人
の
孤
児
」
の
場
合
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
、
何
等
そ
の
よ
う
な
動
機
を
知

見
分
け
L
で
も
「
遺
言
書
」
で
も
、
例
外
的
に
、
数
節
に
わ
た
る
誠
刺
詩
的
発
　
　
　
ら
な
，
い
。
た
だ
、
ヴ
イ
ヨ
ン
の
よ
う
な
、
貧
し
く
欲
望
の
多
い
人
間
に
と
つ
て

展
を
う
け
て
い
る
。
・
（
普
通
の
場
合
、
八
行
詩
一
節
が
、
一
単
位
の
受
遣
者
に
　
　
高
利
貸
は
、
お
そ
ら
く
、
最
も
気
に
く
わ
ぬ
人
種
で
あ
つ
た
う
ら
う
と
は
想
像

あ
て
ら
れ
て
い
る
。
「
形
見
分
け
」
で
は
、
一
節
に
二
単
位
以
上
の
受
遺
者
が
　
　
　
で
き
る
。
し
か
し
、
明
白
に
彼
等
三
人
に
対
し
て
、
個
人
的
な
恨
み
を
持
つ
て

、
と
り
扱
わ
れ
て
い
る
場
合
略
あ
る
。
）
こ
れ
は
、
当
然
、
何
等
か
の
特
別
な
動
機
　
　
　
い
る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
「
遺
言
書
］
の
詩
人
は
、
そ
れ
を
だ
ま
つ
て
居
ら
れ

を
予
想
さ
せ
る
。
　
°
　
　
．
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
る
よ
う
な
人
物
で
は
な
か
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
「
二
人
の
書
生
つ
ぽ
」
の
場
合
に
は
、
ヴ
イ
ヨ
ン
が
養
わ
れ
て
い
元
「
逆
向



　
　
　
9
蝿
§
・
碧
8
件
。
魯
§
。
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
団
こ
ミ
§
馬
；
琶
α
・
省
⑦
§
讐

　
　
　
国
♂
°
・
℃
o
巳
8
ω
も
。
霞
『
舞
言
件
類
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
°
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
，
　
　
，
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
、
°

　
　
　
＝
⊆
白
甑
。
°
。
9
榊
。
鐸
肖
。
。
『
。
僧
酔
鐸
『
。
　
　
　
　
　
粧
？
，
．
　
°
　
　
　
」
，
　
　
　
　
・
．
一
。
O
げ
。
騰
”
一
国
p
昌
。
．
．
．
．
一
9
ζ
二
＝
。
、
．
は
共
に
、
ヴ
イ
ヨ
ツ
が
陶
「
形
見
分
け
」

　
　
　
’
b
冨
ロ
ω
“
《
口
碧
℃
ρ
巷
鴫
ツ
自
口
。
窪
⇔
°
・
榊
村
δ
具
》
　
　
　
　
．
　
　
－
　
で
彼
に
あ
た
え
た
乗
馬
（
但
し
、
パ
リ
市
内
の
看
板
〉
で
あ
る
。
そ
れ
を
も
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
°
　
　
　
　
　
　
つ
て
、
詩
人
は
、
彼
と
彼
の
妻
霜
に
向
つ
て
毒
ず
く
。

　
こ
ご
に
見
ら
れ
る
孤
児
の
生
態
は
、
＝
ロ
房
¢
。
と
い
う
形
容
調
を
反
語
に
と
　
　
　
　
こ
の
難
解
な
一
節
め
意
味
は
、
デ
ユ
ア
ー
ヌ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
で
あ
る
。
，
　
、

れ
ば
、
そ
の
ま
ま
、
当
時
の
高
利
貸
の
翼
静
特
徴
で
は
な
か
つ
た
だ
ろ
う
か
。
・
、
鼻
動
む
隷
慰
（
即
ち
・
精
力
お
と
ろ
え
た
ω
9
享
翫
婁
）
に
は
・

　
ヴ
イ
ヨ
ン
の
調
刺
に
、
も
し
社
会
謁
刺
的
な
面
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
　
　
　
か
麟
（
不
毛
女
）
を
物
辱
（
情
熱
的
な
女
）
に
変
え
て
や
ろ
う
。
か
齢
（
彼
の

れ
は
、
ピ
れ
ち
の
場
合
に
も
つ
と
も
良
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
　
　
　
毒
君
）
の
方
に
に
・
・
齢
辱
を
・
赤
呑
伽
冷
ゆ
（
精
力
的
な
男
）
に
変
え
て
や
ろ

デ
か
。
成
り
上
り
そ
こ
ね
た
学
徒
の
董
と
ね
た
み
、
そ
れ
が
、
貧
し
い
者
共
　
う
曙
ー
ヴ
イ
ヨ
ン
は
・
°
・
9
亨
〉
ー
芙
妻
が
・
子
供
を
持
た
な
か
つ
た
こ

通
の
富
者
へ
の
反
感
に
混
つ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
ま
　
　
　
と
を
と
ら
え
て
毒
ず
い
て
い
る
σ
で
あ
る
。

だ
、
右
の
よ
う
に
断
定
す
る
根
拠
は
十
分
で
は
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
彼
等
に
　
　
　
　
こ
う
し
た
毒
舌
は
、
．
個
人
的
特
徴
に
関
簾
は
し
て
い
る
が
、
謁
刺
的
性
格
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

対
す
る
調
刺
は
、
一
応
A
に
属
す
る
も
の
と
し
で
取
扱
つ
て
お
く
。
但
し
、
こ
　
　
　
し
て
は
、
む
し
ろ
後
に
の
べ
る
C
に
属
す
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
・
　
　
　
　
・
7

れ
ら
の
三
者
の
場
合
、
B
の
要
素
i
身
分
・
職
業
的
特
徴
r
も
、
た
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

に
混
つ
て
、
は
い
る
。
必
要
な
場
合
に
は
、
彼
等
に
対
す
る
謁
刺
を
絢
と
い
う
記
　
　
゜
註
5
　
憲
ω
F
x
美
田
≦
卜
゜
M
（
γ
諺
一
゜

号
で
示
す
こ
と
に
し
て
賀
こ
う
。
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
．
　
　
註
6
　
目
゜
°
°
雷
B
°
巨
『
6
菱
図
餌
質
厨
卜
゜
㌣
一
も
゜
葭
゜

「
　
、
　
噛
　
・
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
註
7
円
』
°
舞
x
×
〈
°
謁
8
－
§
も
。
°
，

　
　
　

　
　
A
ー
誠
刺
に
個
人
的
色
彩
の
加
わ
る
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
註
8
　
↓
・
ず
゜
。
糞
x
〈
°
一
b
。
O
m
エ
舶
。
O
。
。
°

　
こ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
は
、
「
遺
言
書
」
に
お
け
る
　
距
自
『
。
貿
即
巳
、
　
　
　
註
9
　
舞
r
円
ゲ
§
°
・
口
o
“
O
o
‘
謹
。
°
。
脅
団
『
君
8
跡
≦
ロ
8
二
H
働
卜
。
謡
・

°
〉
ヨ
9
巨
へ
の
訊
刺
の
一
例
し
が
な
い
σ
彼
の
妻
君
が
．
彼
を
乞
食
扱
い
に
し
た
　
　
　
i
悼
刈
c
Q
°

こ
と
に
腹
を
立
て
た
ヴ
そ
ヨ
ン
は
（
い
つ
も
尻
に
し
か
れ
て
い
る
情
な
い
亭
主
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
・
．

に
対
し
て
、
次
の
よ
・
つ
な
メ
タ
モ
ル
プ
オ
ー
ズ
を
行
つ
て
や
る
。
　
　
　
　
　
・
　
　
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
“
　
　
　
　
　
　
　
F
　
　
，
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
°
．
一
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
個
人
に
対
す
る
謁
刺
と
し
て
は
、
B
に
属
す
る
も
の
は
、
最
も
個
人
的
色
彩

　
　
、
㍉
ぎ
ξ
馬
馬
象
、
q
貸
h
衷
§
。
ρ
鐸
帥
口
。
言
鐸
o
q
6
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
弱
い
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
遺
言
書
」
で
の
O
ゲ
o
〈
隻
窪
¢
ロ
　
O
鐸
9

　
　
　
H
偉
網
。
げ
p
滋
p
望
”
卜
信
口
ゆ
｝
‘
言
。
口
榊
　
　
h
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
の
遺
贈
な
ど
が
、
，
こ
て
に
嵐
す
る
典
型
的
な
例
で
あ
を
・
彼
は
小
姓
と
し
て
、



二
人
の
老
い
ぼ
れ
警
吏
を
う
け
と
る
が
、
こ
こ
に
は
O
冨
毒
幕
憎
身
　
O
‘
9
　
　
　
註
1
　
こ
う
し
た
手
法
は
、
8
『
。
＜
一
で
の
団
、
ぎ
6
。
α
。
。
・
留
一
N
へ
の
驚
吏

の
、
貴
族
と
し
て
、
小
姓
を
持
つ
と
い
う
特
徴
に
ひ
つ
か
け
た
。
言
い
か
え
　
　
　
】
≦
6
冨
ξ
費
団
o
信
『
の
遺
贈
に
も
み
ら
れ
る
。

れ
ば
、
彼
を
ダ
シ
に
し
て
の
、
二
人
の
老
警
吏
へ
の
か
ら
か
い
し
か
な
い
の
で
　
　
　
註
2
　
パ
リ
市
内
の
建
物
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
看
板
を
タ
、
不
に
し
て
の
、
駄

あ
曾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
落
趣
味
は
、
＋
五
世
紀
の
学
生
社
会
に
流
行
し
て
い
た
。

　
「
遺
言
書
」
で
の
痛
烈
な
毒
舌
の
対
象
に
な
つ
た
、
Q
峻
9
ぎ
マ
〉
ヨ
9
碧
へ
の
「
形
　
　
　
　
註
3
　
卜
・
ず
゜
×
農
5
0
令
ゆ
①
で
、
ヴ
イ
ヨ
ン
は
、
当
時
修
道
僧
と
在
俗
僧
の
間

見
分
け
」
で
の
遺
贈
も
、
こ
こ
に
属
す
る
。
彼
は
、
彼
の
属
し
て
い
た
財
政
ブ
　
　
　
に
争
わ
れ
て
い
た
。
幟
悔
聴
聞
権
に
つ
い
て
、
在
俗
僧
に
味
方
し
て
い
る
。

ル
ジ
ヨ
ワ
階
級
の
乗
物
で
あ
つ
た
、
「
白
馬
」
と
「
ら
ば
」
を
う
け
と
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
註
2
　
　
　
　
　
　
　
　
…

た
だ
し
パ
リ
市
内
の
看
板
に
え
が
か
れ
た
そ
れ
ら
で
あ
る
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
属
す
る
調
刺
に
は
、
謁
刺
対
象
の
特
徴
よ
り
は
、
ヴ
ィ
ヨ
ン
個
人
の
、

　
F
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彼
等
に
対
す
る
感
情
傾
斜
が
動
機
に
な
つ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

　
三
つ
の
修
道
僧
団
に
対
す
る
誠
刺
の
場
合
が
、
こ
れ
に
当
る
。
こ
れ
ら
の
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

団
に
対
す
る
課
刺
は
・
個
人
受
遣
者
と
同
位
置
に
み
ち
び
い
て
考
え
れ
ば
、
〔
コ
A
〕
　
　
　
C
復
讐
的
意
図
の
無
い
か
、
あ
る
い
は
希
薄
な
場
合

と
類
似
す
る
。
つ
ま
り
、
一
単
位
の
受
遺
者
に
対
す
る
詩
人
の
反
応
の
内
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
8
、

彼
等
に
対
す
る
感
情
傾
斜
の
個
人
的
動
機
と
共
に
、
彼
等
の
種
族
的
特
徴
に
対
　
　
　
　
恩
人
ギ
ヨ
ー
ム
に
対
す
る
遣
贈
は
、
勿
論
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
詩
人
は
、
彼

す
る
謁
刺
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
容
疑
が
も
た
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
・
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
を
詩
の
内
で
述
べ
て
い
る
が
、
遺
贈
そ
の
も
の
に
は
、

　
三
つ
の
修
道
僧
団
に
対
し
て
は
、
ヴ
ィ
ヨ
ン
は
、
反
感
を
抱
く
べ
き
理
由
を
　
　
特
に
、
感
謝
は
こ
め
ら
れ
て
い
な
い
。
だ
い
た
い
、
ヴ
イ
ヨ
ン
の
遺
贈
の
内
に

持
つ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ノ
ー
ト
ル
・
ダ
ム
僧
会
に
対
す
る
場
合
と
同
様
に
、
　
　
　
は
、
感
謝
の
気
持
が
動
機
に
な
つ
て
い
る
例
な
ど
は
な
い
の
で
あ
る
。
、

サ
ン
゜
ブ
ノ
ワ
教
会
の
一
員
と
し
て
の
立
場
と
関
係
す
る
。
在
俗
僧
た
ち
は
・
お
　
　
　
　
ヴ
ィ
ヨ
ン
が
、
「
私
の
代
訴
人
」
と
呼
ぶ
、
サ
ン
．
ブ
ノ
ワ
教
会
の
シ
ヤ
ト

互
い
の
間
で
は
・
勢
力
争
い
を
く
り
返
し
て
い
た
が
、
一
度
、
修
道
僧
と
の
対
　
　
　
レ
ー
パ
リ
警
視
庁
に
お
け
る
代
訴
人
国
。
信
．
巳
。
触
の
場
合
も
、
こ
こ
に
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筋

立
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
一
致
し
て
立
ち
向
つ
た
。
こ
の
対
立
の
内
で
、
詩
　
　
ま
れ
る
。

人
が
・
恩
人
ギ
ヨ
ー
ム
や
・
サ
ン
゜
ブ
ノ
ワ
教
会
と
同
じ
立
場
に
立
つ
た
こ
と
は
、
　
　
も
う
一
人
詩
人
が
「
恩
を
き
て
い
る
。
」
と
い
う
ゴ
ぼ
。
同
羅
9
．
。
げ
”
β
酔
の
場
．

ご
く
自
然
で
あ
鰍
鴨
し
た
が
つ
て
・
調
刺
も
・
極
度
に
辛
練
で
あ
る
・
そ
こ
に
　
　
合
も
、
彼
に
対
す
る
遺
贈
に
特
に
、
悪
意
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
「
形
見
’

は
・
申
世
の
僧
侶
謁
刺
の
伝
統
的
主
題
で
あ
つ
た
。
彼
等
の
貧
欲
や
色
好
　
　
　
分
け
」
で
、
彼
と
一
緒
に
、
ま
と
め
て
取
扱
わ
れ
た
　
判
。
『
。
ロ
一
。
Q
◎
．
”
信
が

み
な
ど
の
他
に
、
　
「
遺
言
書
」
で
は
教
義
に
関
す
る
も
の
ま
で
含
ま
れ
て
い
　
　
　
「
遺
言
書
」
で
は
、
手
ひ
ど
く
扱
わ
れ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ヴ
イ
ヨ
ン
が
う

胤
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
け
た
、
恩
と
や
ら
は
、
大
い
に
疑
わ
し
い
も
の
を
持
つ
て
い
る
。



　
　
　
C
復
讐
の
気
持
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
．
一
人
の
場
合
に
共
通
し
て
、
詩
人
は
、
彼
等
と
の
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
的
接
触
を
、
何
等
か
の
形
で
告
白
し
て
い
る
。

　
上
に
の
べ
た
智
冨
口
庁
○
◎
ヨ
⊆
は
、
「
遺
需
書
」
で
、
「
い
ろ
ん
な
ご
た
こ
’
　
　
尚
、
つ
れ
な
か
つ
た
彼
の
愛
人
に
あ
た
え
る
、
「
す
べ
て
の
行
が
R
で
終
る
」

た
し
た
こ
と
か
ら
、
俺
を
救
つ
て
く
れ
た
L
礼
に
、
荒
廃
し
た
庭
園
を
う
け
と
　
　
バ
ラ
ツ
ド
に
つ
い
て
、
テ
ユ
ァ
ー
ス
は
、
中
世
に
流
行
し
た
、
ア
ル
フ
ア
ベ
ツ

る
。
そ
こ
で
悪
夢
の
一
夜
を
過
ご
せ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
の
字
解
き
と
い
う
、
遊
戯
的
な
文
学
形
式
と
関
連
さ
せ
て
、
R
と
試
つ
字
が
、

　
シ
ヤ
ト
レ
警
吏
匂
。
冨
口
図
p
α
q
巳
。
『
は
、
「
遺
言
書
」
で
、
毎
日
一
つ
づ
つ
、
　
　
大
て
い
の
場
合
、
侮
辱
的
な
意
味
を
持
つ
て
い
た
二
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

タ
ル
ム
ー
ス
と
い
う
菓
子
を
も
ら
う
。
こ
れ
は
、
チ
ー
ズ
入
り
ス
ー
フ
レ
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

種
で
、
音
の
連
想
か
ち
、
平
手
打
ち
ω
。
島
9
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
α

　
ヴ
イ
ヨ
ン
の
行
き
つ
け
の
P
床
屋
O
o
ぎ
O
巴
。
目
。
も
、
「
遺
言
書
」
で
、

冬
を
快
適
に
す
ご
す
た
め
の
氷
の
塊
を
も
ら
う
。
そ
れ
を
冬
申
、
胃
の
傍
に
あ
　
　
　
こ
こ
に
属
す
る
、
慈
善
院
へ
の
遺
贈
に
は
、
そ
れ
が
、
遺
言
書
に
つ
き
も
の

て
て
お
け
ば
、
次
の
夏
が
暖
か
く
て
良
か
ろ
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
の
項
目
で
あ
つ
た
だ
け
に
、
大
し
て
調
刺
的
に
、
特
徴
は
な
い
b

　
彼
等
に
対
す
る
誠
刺
は
、
最
早
、
誠
刺
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
彼
等

が
、
詩
人
に
対
し
て
示
し
だ
、
何
ら
か
の
悪
意
へ
の
復
讐
だ
け
が
、
そ
れ
ら
を
　
　
　
　
註
　
゜
h
円
『
ロ
霧
琴
o
℃
冒
6
ぎ
け
自
℃
°
碧
悼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

構
成
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
れ
ら
は
、
ヴ
イ
ヨ
ン
の
遺
贈
の
内
の
、
最

も
個
人
的
な
部
分
を
な
し
て
い
る
、
と
見
て
良
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
例
　
沁
。
鴇
⊆
け
o
す
嘗
。
ρ
鼠
σ
q
或
ロ
α
q
⊆
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
目
o
ω
」
o
冨
旨
守
δ
巳
o
o
口
α
q
轟
言
σ
Q
¢
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

　
馬
詩
作
品
の
遺
贈
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
。
9
口
、
沁
¢
。
℃
。
艮
。
口
β
。
旨
ヨ
。
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
閃
ざ
ぽ
o
】
日
9
口
く
騨
゜
：
：
6
8
°

　
「
遺
言
書
」
で
、
詩
作
品
が
、
遺
贈
と
な
る
場
合
を
個
々
に
検
討
す
る
と
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ピ
僧
漂
口
＄
p
口
8
住
。
一
、
p
ヶ
ρ
×
目
一
恥
ω
ぷ
9
。
）

そ
れ
が
、
相
当
の
個
人
的
動
機
に
も
と
ず
い
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
．

団
§
ロ
α
q
♂
勺
q
脅
§
へ
の
「
毒
舌
の
バ
ラ
ツ
ド
」
の
遺
贈
な
ど
は
典
型
的
な
例
　
　
　
以
上
、
検
討
し
て
来
た
謁
刺
方
法
を
、
各
受
遣
単
位
別
に
示
す
と
次
の
題
り

で
あ
る
。
詩
人
は
、
彼
が
、
自
分
を
申
傷
（
お
そ
ら
く
）
し
た
こ
と
に
復
讐
す
　
　
　
に
な
る
。

る
た
め
に
、
こ
の
バ
ラ
ツ
ド
を
彼
に
あ
た
え
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
・
　
H
9
一
。
。
　
円
o
。
。
併
p
日
。
艮

　
こ
こ
に
と
り
あ
げ
た
受
遺
者
の
内
で
は
、
ゴ
匡
窪
ζ
碧
6
冨
ロ
計
』
8
ρ
⊆
6
吻
　
　
〈
Ω
巽
。
。
。
。
・
㊧
島
§
＞

O
母
匹
o
P
そ
れ
に
、
つ
れ
な
か
つ
た
彼
の
愛
人
の
三
人
が
、
こ
の
種
の
遣
贈
を
　
　
’
O
鐸
臼
程
8
。
傷
。
＜
筥
§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
目
　
　
　
O
昌



霧
蕪
．
．
舞
野
”
三
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註
2
－
こ
゜
れ
ら
の
一
．
人
の
受
遺
者
の
場
合
、
こ
＼
に
と
万
上
げ
た
一
一
作
品
の
　
　
　
て
、
個
人
的
動
機
を
必
然
的
に
予
想
さ
せ
る
、
《
、
C
、
G
へ
の
移
行
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

両
方
に
お
か
て
、
同
一
人
物
が
と
り
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
断
完
は
出
来
な
い
。
　
　
ご
と
に
注
意
す
べ
き
で
伽
る
。
尚
・
角
↓
B
ど
い
う
例
外
的
な
移
行
の
場
合

し
か
し
、
二
作
・
叩
の
環
境
の
里
性
か
ら
考
え
て
、
殊
陽
≦
ン
の
愛
人
の
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ユ
2
×
徳
舞
o
。
。
巳
。
こ
o
霧
に
関
し
て
）
は
、
罷
自
体
の
性
格
を
考
え
る
と

場
合
は
、
同
一
人
物
で
あ
る
と
い
う
疑
い
が
濃
い
。
「
私
ρ
床
屋
」
の
場
合
は
、
　
　
上
の
よ
う
に
な
る
が
、
彼
等
に
対
す
る
「
遺
言
書
」
で
の
謁
刺
の
場
合
・
遺
贈

里
人
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
理
由
は
難
で
あ
る
．
－
　
－
，
、
　
、
笑
き
な
接
を
占
め
ず
、
む
し
ろ
前
後
の
、
蔚
詩
的
発
髪
主
眼
が
あ
る

　
註
3
　
受
遺
単
位
別
の
瓢
刺
方
法
を
示
し
た
表
に
お
け
る
、
B
．
A
と
か
う
、
＾
　
こ
と
を
考
え
る
と
、
瓢
刺
意
図
と
し
て
は
、
「
形
見
分
け
」
の
場
合
と
少
し
も

一
単
位
の
受
遺
者
へ
の
二
っ
の
性
質
の
講
刺
は
、
各
汝
を
瓢
刺
単
位
と
し
て
は
　
　
変
つ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

O
・
い
と
扱
つ
た
。
　
　
　
　
　
2
　
　
　
，
　
．
、
，
　
　
・
　
．
　
　
　
　
’
　
　
　
　
2
　
一
見
最
も
、
個
人
的
色
彩
の
薄
い
と
思
わ
れ
る
B
の
誠
刺
が
・
実
は
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
．
　
　
°
ヴ
イ
ヨ
ン
が
、
個
人
的
に
よ
く
知
つ
て
い
た
人
物
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

次
に
、
°
墨
の
受
遺
藁
位
に
対
す
る
諏
刺
方
法
の
、
二
作
・
叩
に
お
け
糞
　
多
い
の
込
・
上
の
・
二
作
品
間
に
お
け
る
謁
刺
方
法
の
変
移
に
よ
つ
て
確
か
め

同
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
お
こ
う
。
　
（
矢
印
の
方
向
は
、
「
形
見
分
け
」
か
ら
　
　
　
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
・
「
遺
言
書
」
の
み
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
る
受
遺
者
で
・

「
遣
言
書
」
、
の
移
行
を
示
す
。
）
　
　
　
　
　
・
，
　
．
．
“
　
“
　
・
　
　
　
　
°
B
的
謁
刺
し
か
う
け
な
い
も
の
の
場
合
に
叡
、
そ
れ
が
、
必
ず
し
も
個
人
的
酎

　
祠
質
の
場
合
1
4
（
内
、
準
同
質
1
3
）
　
　
　
　
　
．
　
　
　
，
　
　
　
　
．
　
心
の
薄
さ
を
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゆ
但
　
　
4
4
．

〉
・
↓
〉
・
．
，
轟
　
〔
〉
、
〕
↓
〔
〉
、
〕
一
　
趨
↓
ゆ
悼
　
－
し
、
「
遺
言
書
」
は
、
前
述
し
た
様
儀
は
る
か
に
、
誠
刺
の
楓
人
的
意
図
が
’

，
O
μ
↓
O
回
　
　
憎
　
　
－
》
料
↓
〔
〉
日
〕
　
　
一
　
　
　
〉
倒
↓
団
．
〉
μ
・
一
　
・
　
明
示
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
か
ら
、
、
形
見
分
け
」
の
場
合
と
同
一
視
は
出

〔
〉
じ
↓
〉
目
　
一
）
　
・
，
、
由
、
∴
」
　
覧
。
、
↓
。
、
　
一
，
°
来
な
い
か
も
知
れ
な
い
・
B
的
鶉
の
真
の
性
格
決
定
は
・
し
た
が
つ
て
・
今

　
異
質
の
場
合
　
δ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
。
．
　
　
°
　
　
　
　
　
　
　
　
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
、

2
↓
9
一
．
〉
・
↓
。
・
・
一
　
〔
〉
・
〕
占
一
　
　
　
し
か
し
・
全
体
と
し
て
見
る
と
・
ヴ
イ
ヨ
ン
の
誠
慰
は
・
・
そ
の
個
人
的
色

ゆ
↓
〉
．
」
　
届
↓
。
・
一
，
。
、
岳
、
∴
、
　
彩
の
程
度
に
い
べ
扇
蹴
階
が
あ
る
こ
と
は
、
か
な
り
明
白
で
あ
る
。
そ
れ

。
．
↓
。
・
。
・
．
　
。
、
↓
。
・
。
憎
　
　
　
　
　
・
は
誠
刺
の
方
法
ど
馨
の
検
討
か
ら
結
論
す
る
ど

噺
以

繧
ﾌ
検
討
か
ら
、
概
括
的
繕
論
す
る
と
、
、
　
　
　
　
　
，
P
　
・

刺
慰
鰹
残
駿
鎧
鯵
、
に
輯
矯
織
刺
欄
　
油
…
〉
膚
〉
に
〕
〉
演
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さ
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の
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

法
の
変
化
の
場
合
、
A
↓
q
、
A
↓
B
一
の
二
例
を
の
ぞ
い
て
、
他
が
、
す
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔



と
い
う
と
い
う
順
序
に
な
つ
て
い
る
・
（
団
体
の
受
響
の
場
合
は
・
別
に
　
　
　
　
・
　
　
　
－
翠
難
繍
離
町
　
゜

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
）
二
作
品
の
各
々
に
つ
い
て
、
こ
の
個
人
的
色
彩
の
各
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
識
轡
e
離

段
階
姦
量
的
に
示
す
と
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Σ
＼
、
、
ρ
，
ノ
♪
　
　
豊
義
。
マ
θ
憲
藷

「
形
見
分
け
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
、
．
£
　
　
　
塁
θ
藝
塁
ゆ

　
　
　
面
、
　
幽
　
〉
巳
　
O
　
閑
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
ガ
ト

　
　
　
勘
　
　
〔
〉
乙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
む
　
　
す
　
　
び

「
婆
暑
」
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
世
末
期
の
コ
ミ
ニ
ケ
↓
・
ン
の
場
は
・
ム
コ
日
・
我
々
が
経
験
し
て
い

　
　
　
頑
、
㊤
〉
・
ま
弱
q
°
u
　
　
　
　
　
る
そ
れ
髭
べ
て
、
は
る
か
に
狭
い
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ

　
　
　
レ
鱒
　
　
　
〔
〉
目
〕
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
る
。
そ
れ
は
、
文
学
作
品
の
場
合
に
は
、
特
に
口
訥
的
な
性
格
を
持
つ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
な
い
限
り
、
文
学
の
読
め
る
層
、
即
ち
貴
族
社
会
と
学
僧
の
社
会
に
限
ら
れ

乞
ろ
で
・
鋳
三
馬
の
部
分
は
・
ヴ
イ
ヨ
ン
の
誠
刺
に
個
人
的
動
機
が
直
接
　
て
い
た
・
ヴ
イ
ヨ
ン
璽
一
作
品
も
・
こ
　
し
た
限
界
内
に
お
い
て
成
立
し
え
。
1
2

に
み
と
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
馬
・
B
等
の
場
合
は
、
そ
れ
は
間
接
的
に
し
　
　
　
彼
の
場
合
、
そ
の
作
品
の
場
は
、
特
に
パ
リ
の
学
僧
．
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
社
会
に
限

か
見
ら
れ
な
い
。
も
つ
と
も
・
上
に
の
べ
た
様
に
、
B
的
謁
刺
で
、
実
は
、
詩
　
　
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
場
の
狭
さ
に
対
し
て
、
詩
入
は
反
抗
は
示
さ
な
か
つ
た
。

人
の
深
い
関
係
を
持
つ
て
い
た
人
物
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
　
　
彼
は
、
読
者
と
の
暗
黙
の
了
解
と
い
つ
た
様
な
こ
と
ま
で
計
算
に
入
れ
て
書
い

で
・
以
上
の
分
類
は
・
純
粋
に
・
調
刺
の
方
法
に
の
み
関
係
し
・
詩
人
と
愛
遺
　
－
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
あ
る
部
分
に
お
い
て
、
彼
は
、
こ
の
枠
を
は
み
出
し

者
間
の
真
の
関
係
を
推
測
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
た
だ
・
間
接
的
に
し
か
　
　
　
て
い
る
様
に
見
え
る
。
近
代
の
詩
人
の
場
合
に
は
、
こ
う
し
た
既
成
の
枠
か
ら

個
人
的
動
機
の
み
と
め
ら
れ
な
い
謁
刺
内
に
は
、
相
当
純
粋
に
社
会
謁
刺
的
な
　
　
　
の
は
み
出
し
に
は
、
個
人
的
な
理
由
が
中
心
に
な
つ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヴ
イ

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
が
許
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ン
は
、
や
は
り
申
世
の
詩
汰
で
あ
つ
た
。
彼
の
詩
の
個
人
的
部
分
は
、
か
え

　
し
た
が
つ
て
・
こ
の
小
論
の
は
じ
め
に
示
し
た
・
ヴ
イ
ヨ
ン
の
謁
刺
の
基
盤
　
　
　
つ
て
、
狭
い
読
者
層
と
の
共
感
の
内
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
彼
が
そ

に
つ
い
て
の
図
を
調
刺
内
容
の
検
討
の
結
果
か
ら
補
う
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
　
　
　
の
粋
、
か
ら
は
み
出
す
の
は
、
彼
が
属
し
て
い
る
階
層
を
代
表
し
て
、
一
つ
の

で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
立
場
を
と
つ
た
場
合
に
限
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
点
で
、
彼
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
世
の
謁
刺
の
伝
統
に
忠
実
で
あ
つ
た
と
い
え
る
し
、
そ
れ
が
又
彼
の
謁
刺
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
の
性
格
を
決
定
す
る
上
に
重
要
な
鍵
を
提
供
す
る
様
に
見
え
る
の
で
あ
る
。


